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慢性複雑性尿路感染症 に対す るCefepimeの 臨床的検討

中嶋 孝夫 ・徳永 周二 ・大川 光央 ・久住 治男

金沢大学医学部泌尿器科学教室*

(主任:久 住治男)

新 しく開発 された注射用セ フェム系抗生剤cefepimeを 慢 性複雑性 尿路感染症患者12例 に

投与 し,そ の臨床効果を中心 に検討 した。投与方法は,本 剤 を1回1g,1日2回 連続5日 間点

滴静注 した。効果判定 はUTI薬 効評価基準に従 い判定 した。評価可能 な9例 の総合臨床効果

は,著 効3例,有 効5例,無 効1例 であ った。本剤投与前の尿中分離菌14株 はすべて消失 し

た。副作用は,イ レウス様症状が1例 に,GOT,GPTの 軽 度上昇が1例 に認め られた。
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新 しく開発 された注射用 セ フェム 系抗生 剤cefe-

pimeを 複雑性尿路感染症患者に投与 し,そ の有用性に

ついて臨床的検討 を行 った。

対象は,慢 性複雑性膀胱炎患者8例,慢 性複雑性腎

孟腎炎患者4例 の12例 で,投 与方法は,本 剤1gを5

%ブ ドウ糖液100mlに 溶解 し,1日2回 約60分 間 で

点滴静注し,連 続5日 間投与 した(Table1)。 効果判

定はUTI薬 効 評価基準1)に従 い判定 した。

評価可能であった9例 の総合臨床効果は,著 効3例,

有効5例,無 効1例 で,総 合有効率は88.9%で あった

(Table2)。 細 菌学的検討では,投 与前尿 中分離菌は14

株認められ,Pseudomonas aeruginosa 4株,Enterococ-

cusfaecalis3株,Klebsiella oxytoca 2株 な どが分離 さ

れた(Table3)。 本剤投与によ り分離-菌14株 のすべて

が消失 し,投 与後出現菌 としてyeast1株 が 認め られ

た。疾患病態群別検討 では,単 独菌感染群は5例 で,

著効3例,有 効1例,無 効1例 であった。複数菌感染

群は4例 で,全 例有効 であった(Table4)。 また,カ

テー テル留置症例 は1例 のみであったが,有 効であっ

た。

自他覚的副作用 では,投 与 された12例 のうち,肝 硬

変,直 腸癌などの合併症 を有する1例 が下痢,腹 痛 を

訴え,腹 部単純撮影で著明なガスの貯留を認めた。本

剤の投与中止と麻痺性 イレウスへの加療にて,投 与中

Table 1. Clinical summary of complicated  UTI patients treated with cefepime
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Table 1. Continued

CCC: chronic complicated cystitis
CCP: chronic complicated pyelonephritis
BPH: benign prostatic hypertrophy

YLO: yeast like organism

*Before treatment

After treatment

**UTI:criteria proposed by the UTI Committee

Dr=Dr's evaluation

Tabie 2. Overali clinical efficacy of cefeplme in complicated UTI

1g×2/day, 5-day treatment
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Table 3. Bacteriological response to cefepime in complicated UTI

*Regardless of bacterial co
unt

Table 4. Overall clinical efficacy of cefepime classified by the type of infection

止翌日には軽快 した。以前にも同様の症状 を認めたこ

とが数回あり,本 剤 との因果関係は不明であった。血

液生化学的検査成績では,GOT 48 IU/l(正 常値9～

42),GPT 41 IU/l(正 常 値2～39)と 軽 度上昇 した症

例 が1例 認 め られ た 。
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CLINICAL EVALUATION OF CEFEPIME

IN CHRONIC COMPLICATED URINARY

TRACT INFECTION
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The clinical efficacy and safety of cefepime was evaluated in 12 patients with chronic complicated
urinary tract infection according to the criteria of the UTI Committee in Japan. Clinical efficacy in
the evaluable 9 patients was excellent in 3, moderate in 5 and poor in 1. The only side effects observed
were 1 case of paralytic ileus and 1 case with slight elevation of serum GOT and serum GPT.


